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l

島
木
赤
彦
が
明
治
三
十
l
年
三
月
、
長
野
県
尋
常
師
範
学
校
を
卒
達
し
て
堤

初
に
赴
任
し
た
中
は
、
北
安
塵
郡
地
田
町
で
あ
る
。
．
赤
彦
は
、
師
範
学
校
卒
業

の
桂
は
郷
里
諏
訪
郡
に
職
を
得
る
こ
と
を
希
望
し
て
就
職
運
動
を
試
み
た
が
、

首
尾
よ
く
こ
と
が
運
ば
ず
、
弛
田
町
l
の
小
学
校
に
赴
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
町

で
あ
る
。
そ
し
て
明
治
≡
十
≡
年
の
五
月
、
郷
里
の
玉
川
尋
常
高
等
小
学
校
に

転
任
す
る
ま
で
二
年
余
の
間
、
こ
の
地
で
過
ご
し
て
い
る
。

師
範
学
校
の
卒
業
式
を
終
え
て
三
月
二
十
七
日
帰
郷
し
た
赤
彦
は
、
池
田
へ

の
赴
任
に
先
き
立
っ
て
諏
訪
郡
下
諏
訪
町
高
木
の
久
臨
田
政
借
の
華
嗣
子
と
簡

り
政
信
の
長
女
う
た
と
結
婚
、
二
十
九
日
に
披
露
の
宜
を
す
ま
せ
た
。
赤
彦
の

水
名
は
そ
れ
で
こ
の
時
か
ら
こ
れ
ま
で
の
塚
原
俊
彦
か
ら
久
保
田
俊
彦
と
な
っ

た
。
入
拝
は
五
月
一
日
で
あ
る
。
ま
ず
こ
の
結
婚
に
つ
い
て
、
い
く
ら
か
述
べ

て
お
き
た
い
。

赤
彦
の
結
癖
に
つ
い
て
は
、
赤
彦
全
盤
の
年
譜
、
明
治
三
十
年
の
項
聖
こ

の
年
の
四
月
に
仮
祝
言
を
挙
げ
た
亡
と
が
記
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
長
野
師
範

在
学
中
に
す
で
に
決
定
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
捷
相
に
つ
い
て
は
、
赤

彦
の
四
男
久
保
田
夏
樹
の
「
父
の
入
朝
」
〔
『
赤
彦
病
床
記
』
昭
和
二
三
U
と
い

う
一
文
に
よ
っ
て
お
お
よ
そ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

父
入
婿
の
経
緯
を
証
す
と
、
久
保
田
家
の
近
隣
に
通
称
山
九
な
る
屋
号

［
耶
〕

で
呼
ば
れ
て
ゐ
古
家
で
あ
る
。
当
時
の
当
主
を
久
保
田
庄
三
郎
氏
と
言

ひ
」
現
在
の
当
主
作
治
氏
聖
一
代
前
、
即
ち
祖
父
に
当
る
人
で
あ
る
。
そ

の
庄
三
郎
氏
が
生
糸
製
造
業
を
営
ん
で
ゐ
た
。
庄
三
郎
氏
甲
重
し
う
氏

と
、
浅
茅
宙
の
後
菓
み
せ
と
は
姉
妹
関
係
で
両
家
は
、
甚
だ
壮
い
縁
戚
で

あ
っ
た
。
害
互
／
い
ふ
間
柄
か
ら
、
父
の
実
妹
田
鶴
は
、
庄
三
郎
氏
中
家
の

皐
忙
中
折
は
、
時
々
手
伝
に
来
て
滞
在
し
て
ゐ
石
と
い
ふ
串
が
重
か
っ

た
。
丁
度
父
が
師
範
学
校
在
学
時
代
町
頃
由
こ
と
で
あ
る
。

山
風
中
家
と
私
の
家
〔
久
保
田
家
〕
と
は
昔
か
ら
踵
く
親
し
い
近
隣
同

志
で
あ
っ
た
。
私
の
家
の
北
端
に
は
旧
く
か
ら
庭
井
戸
が
あ
り
、
恰
剤
で

冷
た
い
水
が
輯
い
た
。
当
時
の
高
木
村
の
状
態
贅
言
へ
ば
井
戸
の
あ
る
零

′

時
僅
司
教
へ
る
程
し
か
な
く
、
私
の
家
の
井
戸
な
ど
も
近
隣
十
故
軒
の
家

々
に
朝
夕
さ
さ
や
か
な
が
ら
其
の
讃
沢
を
施
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
勿
論

山
九
町
家
も
そ
の
う
ち
申
一
軒
で
、
悪
の
妹
の
田
鶴
も
惇
在
中
は
歴
々
水

汲
み
に
来
た
。
さ
う
い
ふ
こ
と
か
ら
丁
度
同
じ
齢
頃
で
あ
っ
た
う
た
と
懇

意
と
な
り
、
娘
同
志
の
雑
談
か
ら
師
範
在
学
中
の
父
の
こ
と
が
出
て
写
真

な
ど
も
見
せ
ら
れ
た
。
当
時
私
の
家
で
養
子
を
迎
へ
由
ば
な
ら
由
事
情
に

轟
つ
た
か
ら
、
当
然
父
も
そ
の
対
象
と
な
・
つ
た
も
の
　
l
ら
し
い
。
泉
保
田
家

も
塚
原
厘
も
同
工
諏
訪
高
島
辞
士
で
あ
4
、
そ
れ
に
庄
三
郎
民
の
重
し
う

氏
の
久
保
田
家
と
う
允
に
対
す
る
特
別
有
力
な
る
推
薦
も
あ
っ
て
、
．
串
は

次
第
に
具
体
的
に
進
ん
で
行
っ
た
も
の
と
思
桔
れ
石
。
－
．
媒
酌
は
南
島
市
町

儒
者
土
椛
松
野
で
あ
っ
た
。
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